









































































































業を受講する 89 名を多読による読書量 (総読語数) 











YL0.1 から 3.8 までの、Cambridge, HarperTrophy, 
Macmillan, Oxford, Penguin, Random House, 
Scholastic, Thomson 等の出版社が出版する GR 
(Graded Reader：英語学習者用の難易度別読み物)
















レベル レベル分け（SSSのYL） 主なジャンル（SSS書評システム） 冊　数
Yellow 0.0 - 0.3 幼児向け，古典，動物 82
Green 0.4 - 0.5 幼児向け，古典，ほのぼの，動物，フィクション，自然科学，喜劇，実話 82
Blue 0.6 - 0.9 幼児向け，古典，人間もの，推理もの，フィクション犯罪もの，学園青春物 88
Red 1.0 - 2.2 ほのぼの，喜劇・風刺，推理もの，恋愛，人間もの，犯罪もの，伝記もの 108
























多読は、2015 年 4 月初旬から 2015 年 7 月中旬ま











更し、多読を始める前(4 月：第 1 回目の授業)と多
読を終えた後(7 月：第 14 回目の授業における多読





























天井効果) は表 5 のように、「1．あてはまらない」
に偏った項目(M-SD < 1：フロア効果) は表 6 のよ
うに、それぞれなった。 
また、多読実践前後の差が大きかった項目につい















表 5：「５．あてはまる」に回答が偏った項目(M-SD > 5：天井効果) 
 
 
表 6：「１．あてはまらない」に偏った項目(M-SD < 1：フロア効果) 
 





















































































































は見られない。資料 2 及び資料 3 を見ると、やはり
両項目とも下がっていることを確認することができ
る。また、表 7 からは多量読書群では項目 23 が、








表 6 を見ると、多読実践前の 4 月には、多量読書






















項目 4月 7月 差
1. 易しい英語の本を沢山読むことは簡単である。 3.24 4.27 1.03
2. 読むスピードが速くなるように英語の本を読む（読んでいる）。 1.83 3.12 1.29
8. 易しい英語の本を沢山読める自信がある。 2.63 3.85 1.22
14. 英文を読むときは精読よりも多読の方がほうが好きだ。 2.78 4.34 1.56
19. 英語の本を読むことはおもしろい。 2.95 4.29 1.34
22. 英語の本を読んでいる最中に邪魔されたくない。 2.83 3.95 1.12
23. 英文を読む前に、読んでも分からないのではないかと不安になる。 3.98 2.88 -1.10
項目 4月 7月 差
1. 易しい英語の本を沢山読むことは簡単である。 2.70 3.91 1.21
2. 読むスピードが速くなるように英語の本を読む（読んでいる）。 1.55 3.14 1.59
6. 易しい英語の本を読むことは楽しい。 3.07 4.27 1.20
8. 易しい英語の本を沢山読める自信がある。 2.07 3.25 1.18
12. 易しい英語の本を沢山読むことに苦労はない。 2.59 3.82 1.23
19. 英語の本を読むことはおもしろい。 2.50 3.68 1.18
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  1 あてはまらない  ２ あまりあてはまらない  ３ どちらともいえない  ４ ややあてはまる   ５ あてはまる 
     |------------------------------|-------------------------------|------------------------------|------------------------------| 
 
1. 易しい英語の本を沢山読むことは簡単である。     1 ____________ 
2． 読むスピードが速くなるように英語の本を読む（読んでいる）。       2 ____________ 
3．高校，短大で英語を読む必要があるので英語の本を読む（読んでいる）。   3 ____________ 
4．英語の本を読んで新しい知識を広げたい。     4 ____________ 
5．短大入試，就職試験に合格するために英語の本を読むようにしている。      5 ____________ 
6．易しい英語の本を読むことは楽しい。     6 ____________ 
7．成績を上げるために英語の本を読む（読んでいる）。    7 ____________ 
8．易しい英語の本を沢山読める自信がある。     8 ____________ 
9．難しい単語がある英語の本は読みたくない。     9 ____________ 
10．友達の感想を聞いて英語の本を（更に）読もうと思った。      10 ___________ 
11．もっと教養を身につけるために英語の本を読む（読んでいる）。   11 ___________ 
12．易しい英語の本を沢山読むことに苦労はない。         12 ___________ 
13．将来良い仕事につくことができるように、英語の本を読む（読んでいる）。  13 ___________ 
14．英文を読むときは精読よりも多読の方がほうが好きだ。    14 ___________ 
15．インターネットの情報が読めるようになるために英語の本を読む（読んでいる）。 15 ___________ 
16．授業での課題だから英語の本を読む（読んでいる）。    16 ___________ 
17．英語でメール交換ができるようになりたいから、英語の本を読む（読んでいる）。 17 ___________ 
18．知らない単語が出てくると、すぐに辞書を引きたくなる。   18 ___________ 
19．英語の本を読むことはおもしろい。      19 ___________ 
20．英語の本を読むと英文学を理解でき、その良さがよく分かるようになる。  20 ___________ 
21．英語の本を読んで視野を広げたい。      21 ___________ 
22．英語の本を読んでいる最中に邪魔されたくない。    22 ___________ 
23．英文を読む前に、読んでも分からないのではないかと不安になる。   23 ___________ 
24．易しい英語の本を沢山読むには頑張らなければならない。   24 ___________ 
25．もっと英語の本をスラスラ読めるようになりたい。    25 ___________ 
26．英語の新聞や雑誌が読みたいから英語のリーディングを学んでいる。  26 ___________ 
27．英文を読んでいて、少しくらい内容が分からなくても気にしない。   27 ___________ 
28．短大入試，就職試験の長文に強くなるように英語の本を読む（読んでいる）。   28 ___________ 
29．周りの友達が英語の本を読んでいるから自分も読んでいる。   29 ___________ 
30．英語の本を読んで、英語圏の文化や習慣についてもっと知りたい。   30 ___________ 
31．英語の勉強の中ではリーディングが好きだ。     31 ___________ 
研究論文 
－64－ 
平均 (M) 標準偏差 (SD) 平均 (M) 標準偏差 (SD)
1 2.73 1.08 3.97 0.93
2 1.63 0.89 2.97 1.13
3 1.83 0.91 2.33 1.09
4 3.50 1.14 3.70 1.09
5 1.63 0.76 2.17 0.87
6 3.17 1.37 4.30 0.92
7 2.20 1.16 2.23 0.86
8 2.23 1.07 3.37 0.96
9 3.87 1.14 3.77 0.90
10 2.23 1.07 2.53 1.01
11 2.47 1.22 2.77 1.14
12 2.53 1.20 3.83 0.95
13 2.43 1.19 2.07 0.83
14 2.87 1.25 3.67 1.15
15 1.80 1.03 1.90 0.84
16 3.70 0.99 3.27 1.01
17 2.03 1.10 1.80 0.61
18 3.63 1.22 3.53 1.11
19 2.70 1.09 3.60 0.89
20 2.43 0.94 3.03 1.03
21 3.50 1.11 3.83 0.87
22 3.13 1.14 3.37 1.13
23 3.97 1.10 3.50 1.14
24 4.33 0.76 3.27 1.05
25 4.43 0.73 4.40 0.72
26 1.70 0.84 1.67 0.71
27 3.20 1.24 3.53 1.01
28 2.27 1.05 2.30 1.09
29 1.43 0.77 1.93 0.74
30 3.53 1.31 3.17 0.99
31 2.83 1.42 3.13 1.04
項目
多読実施前 (4月) 多読実施後 (7月)




平均 (M) 標準偏差 (SD) 平均 (M) 標準偏差 (SD)
1 3.40 1.07 4.37 0.76
2 1.97 1.22 3.27 0.98
3 2.07 1.14 3.03 1.16
4 3.63 0.96 4.07 0.94
5 2.10 1.18 2.30 0.92
6 3.73 1.01 4.33 0.96
7 2.17 1.18 2.50 1.01
8 2.77 1.07 3.97 1.07
9 3.33 1.24 3.30 1.37
10 2.33 0.96 3.20 1.10
11 2.60 1.22 3.13 1.20
12 3.33 1.12 4.27 0.91
13 2.13 1.14 2.67 1.24
14 2.80 1.19 4.40 0.93
15 1.67 0.76 2.30 0.92
16 3.27 1.11 2.77 1.01
17 2.00 1.14 2.43 1.14
18 3.67 1.32 3.27 1.36
19 3.07 1.14 4.33 0.71
20 2.77 1.17 3.57 1.04
21 3.47 1.17 4.07 0.87
22 2.80 1.21 3.83 1.05
23 4.07 1.17 2.87 1.38
24 3.83 1.29 3.00 1.31
25 4.57 0.63 4.70 0.53
26 1.90 0.96 2.17 1.15
27 3.43 1.36 4.10 1.03
28 2.17 1.18 2.33 1.09
29 1.40 0.62 1.87 0.94
30 2.93 1.28 3.47 1.33
31 3.00 1.46 3.60 1.25
項目
多読実施前 (4月) 多読実施後 (7月)
